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縦断する観光道路でもある . 国道305号線は 古くから雪の深い国道 8 号線のバイパスとして計画さ
れていた . 明治42年には，四ヶ浦 (現越前町田ヶ浦)村長が福井県知事や県議会議員等とこの海岸道
路の建設について審議していた(越前町史下巻) . 三国町か ら福井市免鳥町までの聞は三里浜砂丘上
を走るため，この国道の敷設を邪魔する地形的要因も 少なかったので，コースも直線的である . 一方，
免鳥町から河野村ま での聞は丹生山系が海岸までせり出し，諸所で険しい断崖が続く . そのため，道
路建設は容易ではなく，計画は宙に浮いたまま放置されていた . 昭和 15年にようやく軍事目的からそ
の一部で工事が始ぞうれただけであご た(越廼村誌， p.581). 戦後，工事が再開されたが，もっとも
難所である越前町左右から越廼村居倉の聞が長い間手っかずのままで，両集落聞や越前 11ITの玉川へは
標高100m を越す山沿いに幅約 1 mの道が l 本でつながっているに過ぎなかった . そのため，海路が
主要な交通路であった (越前町史下巻) . 越前海岸に沿って国道305号線が貫通したのは，昭和34年で
ある.この時期の道路格付けは国道ではなく，地方主要道あるいは県道 ( 1If~員 5.5m)で、あ った . その
後，道路改修がすすみ，昭和45年に国道に昇格した (新修福井市史，越前町史下巻). 
現在，国道305号線は越前海岸の観光道路として県内外の多くの観光客などの往来に利用されてい
る . さらに近年は道路改修が進展し，現代のモータリゼーションに対応した快適な道路となった . こ
こ に至るには，明治以降の道路の敷設，改修，補修，コース変更などの多くの苦労があ っ た . また，
道路が次第に延びてきて貫通することにより，海岸の小漁村の生活条件も，交通の面では格段に改善
され，同時に生活株式なども変化してきた.その一方で，交通網整備により，人口の流出も発生した





l 図 ) .用いた地形図は大日本帝国陸地測量部および国土地理院発行の 5 万分の l 地形図と 2.5万分の
l 地形図であるが， 2.5万分の l 地形図が発行されている場合はこちらを用いた.対象地域は 5 万分
の l 地形図の図|幅名では， 1福井J. 1梅j甫」および「鯖江j である . 主に用いた2.5万分の l 地形図
の図幅名では，北から. 1鮎 ] I IJ ， 1蒲生J， 1梅ìflU. 1織田 J. I~康」である.年次別では，大正元
年発行，昭和 8 年発行 ( 1梅浦」は |昭和22年で代用 ) .昭和22年発行 ( 1鮎 ] 11 J と「蒲生J は開和23年発
行 ) .昭和42年発行 ( 1栴浦」は昭和43年発行) .昭和46年発行 ( 1自I~ ]IIJ と「蒲生J は昭和47年発行) , 
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昭和55年発行( í鮎)Jリと「蒲生j は昭和57年発行， í梅浦j は昭和54年発行) ，平成元年発行(1蒲生j
は平成 5 年発行)および現在発行中の地形図を用いた.これらの地形図から，海岸道路およびそれに
関連する道路を最新の2.5万分の l 地形図で確認した上で，最新の 5 万分の l 地形図に転写した.
道路の整備経過
明治 9 年 6 月，政府は全国の道路を国道，府県道，里道に区分した(新修福井市史， p.1161). 国
道および府県道の修繕，維持費等は地方税により支弁し，里道については町村の負担とした.大正 9




発行の 5 万分の l 地形図「福井」では，国道，県道，里道(遠路，聯路，間路の 3 段階あり)，およ
び小径となっているが，昭和 5 年発行のものになると，里道が町村道(幅員 3 m , 2 m , 1 mの 3 段
階)と呼称、を改め，小径は道幅が 1m未満のものとなっている.昭和45年発行になると， 一般国道，
主要地方道を色付けし，道幅によって 5 段階(幅員が11m以上， 5mから 11m ， 2.5mから 5m ，1. 5
mから2.5m，および小径)表示になっている.さらに昭和47年発行になると，主要地方道の表示は
なくなっている.平成 2 年発行の地形図では，幅員の最上位が13m以上とな っ ている.
本文では道路区分を次のように幅員を基準に 5 段階に再整理した(第 2 図) :幅員11m以上(クラ
ス 1) ， 5. 5~ 11m (クラス 2) , 2.5~5.5m (クラス 3) ， 1. 5~2. 5m (クラス 4) ，及び1. 5m以下(ク
ラス 5) .戦前の県道や戦後の主要地方道はおおよそ幅員が2.5~5.5mの区分に入り，里道は1. 5~2. 5 
mに区分される.この区分で大正元年，昭和 8 年，昭和43年，平成元年頃の道路状況を地区別に再検




























クラス 3 (道路幅2.5m ~5.5m )
一一一一 クラス 4 (道路幅1. 5m ~2.5m )
一一ーーーー圃 クラス 5 (小径)
第 2 図:挿入国に用いた道路区分.おおよその幅員に












































































































































































































































































































































途中にある長橋や菅生の集落へは，県道から分岐する里道を利用した . 昭和 8 年発行の 5 万分の l 地
形図「福井」では，海岸道路が主要なる道府県道(道幅 3m以上? ) として描かれており，それまで
の段丘上の県道は小径となった(写真 1 ) .昭和45年発行の2.5万分の l 地形図「鮎川」では，現在の












い地点である(第 4 図) .迫りくる急崖をトンネルで抜け，集落と集落とをつないで曲がりくねった
道路が走っている.このような道路ができる以前は，急崖と急崖の聞の谷間の集落聞の交通は主に海
上を利用するか，陸側の急斜面上の，やっと人馬が通行できる細道を利用するかのどちらかであった.













玉川崩落事故(一般国道305号岩石崩落災害調査委員会， 1990: 三浦(代表)， 1990) 以後，有料の県
道が無料になり，国道に組み込まれた.この区間は崖崩れや崩落事故が多いため，現在でもトンネル
化が進められている(写真 2). 
最後に，越前町米ノから河野村甲楽城までの聞を見てみよう(第 5 図) .昭和23年までは杉山と神
土の聞には道l幅 1m以上の町村道(里道)があったが(写真 3) ，それ以外の米ノー午房ケ平一杉山
と神土 糠 甲楽城には人馬がやっと通行できる道が甲楽城断層崖を斜めに上がっていた(写真 4). 
昭和26年になると甲楽城 糠聞が県道として整備されたが，糠一米ノ聞が海岸道路となったのは昭和
40年頃であり，昭和42年発行の 5 万分の l 地形図「鯖江」には幅員5.5m未満の県道として表記され
‘四ー
第 5 図:越前町米ノから河野村甲楽域までの道路整備経過.次の時期に発行された地形図
から関係する部分を平成 2 年発行の地形図に転写した.平成 3 年発行の地形図には，海
岸道路カず国道になり唱道路幅が5. 5m~ 1l m と表現されている. A. 大正元年. B. 昭
和 8 年. C. 昭和43年. D. 平成 3 年.
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の場合，明治45年の人口を l とし，越前町の場合，大正 9 年を l として図示したものが第 6 図と第 7
図である.第 6 図には越廼村全体の，第 7 図には越前町全体の人口変化も示されている.
データがよく揃っている越廼村の場合， 1) 人口がピークに達したのは大正10年から 15年頃である，
2 )昭和10年から 15年頃を底とする人口減が明瞭である. 3) 昭和20年から25年では人口の回復が見
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第 7 図:越前町の人口友び左右司梅浦，および午房ケ平の集落別人口の大正 9 年以降の























住んでいたが，昭和45年には19名と 20名まで減少し，昭和55年には17名と 7 名になり，ついには平成
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村の人口の流出入パターンの転換と交通条件の改善との関わりについては，田中 ・ 中野(1998) が詳
しく検討している.
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写真 1 :福井市糸崎町と鮎川町の旧道沿いにあるお地蔵さん.旧道は段丘の奥ま っ たところにあ っ た.
2 :越前町呼鳥門をくぐる現国道305号線.現在向か つ て左にトンネル工事か行われている. 3: 河
野村杉山近所の旧道 (左) と現道路 (右) . 4: 越前町米ノ.海岸を走る現国道305号司集落の山側
を走る旧道司および米ノから河野村糠に至る山道 (現在は. 1 車線の舗装道路.集落から甲楽城断
層崖を上っ ている. ) 5 :越前町野島崎をくぐるトンネル.右側は現トンネル司左傾1] (矢印) は旧
トンネル. 6: 越廼村赤坂.国道305号が完成しでも司国道か ら はずれた集落であ っ たため司人口減
少には歯止めがかからなか っ た.
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